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  環境ネットも４年めに、活動も軌道へ！ 
 
 
 
 

◎２００３年度総会 川越の環境を考える「市民・産業・行政」が、それぞれの思いをこめて設立された「かわごえ環境ネット」

もこの８月で４年目に入る。２月１日に開かれた「第１回環境フォ－ラム」で盛り上がりをみせた会員の熱意をこめた２００３

年度総会が６月１日に開かれた。続いて会場を変えての「懇親会」も和やかに進められ、今後の発展を祈って《小江戸川越締め》

で終えた。詳しくは次ペ－ジで。 ◎本年度第１回理事会 ２００３年度総会の意見等を受けた理事会が６月２６日開かれ、大
 きな事業である

最
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フォ－ラム、ア－スデ－、リスコミ及び組織改正について話し合われた。次回は７月３１日の予定。 

近の事業報告から 

 

員会報告・①「くぬぎ山ウ

５月 17 日に環境ネット会

外８名の計27名で、埼玉

協会の岩井講師の案内で

た。地元の市民団体による

予想したよりもゴミが少な

がら、さまざまな観点から

ない、今後の自然保護につ

。②「川越市森林公園建設

」５月25日と６月29日に

ネットとして意見をまとめ

検討事項が提案された。今

月27日、８月24日で、野

に、森の生態系を観察の予

会として下松原一帯に予定

越市森林公園建設検討委員

、アンケ－トを実施した。

表。③定例的に行なってい

親しむ会」「埼玉県生態系

森林公園かんさつ会」の活

ムペ－ジで。 
進委員会報告①５月 20

日と委員会を開き、総会準

活動予定などを検討した。

員長が健康上の理由で吉田

広報委員長は武田委員が引

となった。５月の委員会

トワ－クの加藤さんの紹介

さん、柿沼恵子さんの二人

会した。②「法令研修会」 

ュニケ－ションモデル事業セミナ－

をアトレのコミュニティ－ル－ムで

行なった。３月 10 日には東洋インキ

製造を、同じく19日には和光純薬と、

リスコミ現地視察を行ない、ともに約

30名の参加のもとに、相互の理解を深

めた。この一連の事業のまとめとし

て、４月 16 日に、やまぶき会館Ｂ・

Ｃ会議室で報告会が行なわれた。 

小瀬副理事長の挨拶のあと、中口先

生の司会で、現地視察参加者による意

見・感想が出された。続いて村山先生

の講評のもと、今後の課題として①情

報提供のあり方②シュミレ－ション

の分かりやすい方法③事故災害時の

予測対応（例 アメリカワ－ストケ－

スシナリオの作成）などが出された。

また、行政も参加した積極的な試みを

評価する声が多かった。 

 最後に、参会者と講師による意見交

換が行なわれ、リスコミがＮＰＯによ

り、業界と市民をつなげられれば良い

との意見も出された。 

■「環境まちづくりフォ－ラム・埼玉」

は、昨年、川口市で第１回を、今年３

月第２回を蓮田市で行った。来年の第

３回大会は、川越で３月 28 日に開か

れることになっている。まだ先のこと

ではあるが、川越の環境を考える市民

の力でぜひ成功させたいものである。

は昨年３回にわたり、ごみ関連・環境支

援・みどり関連で、今年は２月 26 日に

「市のＥＭＳ」、５月７日 に「市の環

境基本計画」について研修を重ねた。③

６月25日の委員会は、18人の参加を得

て2003年度事業計画を検討し、リ－ダ

－と行動表を決めた。 
 計画は次のとおり。１）法令研修会（吉

田担当、次を検討）、２）食と水の安全

グル－プ（松岡）、３）ごみ減量・リサ

イクルＧ（長内）、４）有害化学物質（リ

スコミ）（浅川）、５）省エネ・地球温暖

化防止Ｇ（志賀）、６）街美化運動Ｇ（武

田）、７）北公民館かんきょう祭り（渡

辺）、８）その他の公民館活動参画（小

野）、９）ア－スディ・イン川越2003（多

比良）、10）第２回環境フォ－ラム（望

月）、11）エコマネ－調査（浅川） 
■リスクコミュニケ－ション 社会的

関心が高まっている、有害化学物質につ

いての情報公開をめぐり、ネットの理事

会でモデル事業としてリスクコミュニ

ケ－ションを取り上げることが昨年９

月に決まり、関係方面との調整を重ねて

きた。 
 今年２月 14 日に氷川会館で「市民と

進める新しい化学物質管理制度（化学物

質安心社会づくりシンポジュウム）」を

開催した。続いて２月 19 日にＮＨＫの

取材を受けながら、アトレでリスクコミ 
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今年度のテーマです！ 

 
 
 
 

22000033 年年度度かかわわごごええ環環境境ネネッットト総総会会  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年8月で4年目を迎えるかわごえ環境ネット。

梅雨に突入する直前の曇り空のもと、2003年度の

総会が開催されました。中口理事の司会で進行さ

れ、多くの報告や議案が出され、質問が飛び交い

充実した総会となりました。また総会終了後、懇

親会が開かれ、会員相互の交流が深められました。 
＜総会＞ 

開催日時：2003年6月7日（土） 
     15:00～17:00 
開催場所：川越市立博物館 
     視聴覚ホールにて 
＜懇親会＞ 

開催日時：同日17:00～18:30 
開催場所：どんぐりの樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお、総会の参加

出席者40名、委任

＜ 総会議事録 －

議長は小野浩氏が選

(1)2002年度事業報

全体の事業報告を

各委員会については

侃蔵氏、社会環境推

境委員会：平田拓也

 

(2)2002年度事業決算報告（議案第2号） 

小瀬博之副理事長より報告され、収入の「諸

収入」はかわごえ環境フォーラムのものであり、

また支出の「事業費予算」は事務費へ回した。 
(3)2002年度会計監査報告（議案第2号） 

沢田光監査より報告。以下の事柄が訂正。収

入の繰越金で「2002 年度」を「2001 年度」に

訂正。 
(4)2003年度事業計画（議案第3号） 

議案第1号と同様に報告。質問・回答は以下。 
・ 広報委員会の事業計画（2）に、「ホームペー

ジとの連動」あるが、具体的に何か。 
→メールマガジンを通して、ホームページで

更新した内容等を知らせていく考え。また、

ホームページを見られない環境の人もいる

ので、提供される情報に差が出ないよう、会

誌との連帯も考えていく。 
・ E-mail を受けられる人は、経費節減のため

に会誌を送らなくてもいいのでは。 
→今後検討していきたい。 

(5)2003年度事業予算（議案第4号） 

小瀬副理事長から提案。質問・回答は以下。 
・ 予算では会員数が135。総会議案書で136。

どちらが正しいのか。 
状況は以下のとおりです。 
状47名、合計87名 

概要－ ＞ 

ばれ、務めた。 
告（議案第1号） 

笠原啓一理事長より報告され、

その代表者（広報委員会：武田

進委員会：吉田庄一氏、自然環

氏）より報告。 

会長あいさつ 

 

→予算を決めた時点から 1 団体入会したの

で、6月7日現在では136である。 
・ 名簿に行政と事業者に市長の名前が入って

いるが、会費はどうなっているのか。 
→代表者が同じでも双方会費を払っている。 

・ 予算の会員数が 135 だが、もう全員が会費

を払ったのか。滞納者がいるのでは。 
→会費の滞納で退会された方もいる。名簿は

去年のものに基づいて作成しているので、退

会の意思表示をしていない人も含まれてい 
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る。まだ払っていない人にはこれから催促す

る。団体ではこれから総会があるところもある

ので、すべてが払い終わっているわけではな

い。 
(6)役員改選（議案第5号） 

小瀬副理事長より提案。（財）YMCA川越センタ

ーの佐藤恵美子氏の補欠に、三上英一氏が来年の

総会（前任者の残任期間）まで理事を務める。 
・ 理事会はどの様な基準で決められたのか。どう

いうことを行っているのか。 
→所属による人数の枠組みを決めていない。オ

ブザーバー制度の導入や議事録の公開などを

したほうがよいと思っている。 
・ 理事会の傍聴はしてもいいのか。 

→個人的には参加しても構わないと思ってい

る。（小瀬副理事長） 
・ 理事会名で動かなくてはならないこともある

ので、そのときはサポートをしてほしい。 
→理事長名で動かなくてはならないとき、理 
事会ではできるだけサポートするが、理事会で

決めなければ何も動かないというのはよくな

いと思っている。委員会の下支えを理事会が行

うような形が理想。（中口理事） 
→総会議案書 5 ページの下から 9 行目から書

いてあるようなことを考えているので、次回の

総会では提案できるのではないかと考えてい

る。（吉田理事） 
(7)その他（質問・回答は以下のとおり。） 
・ 保護を行う上では外来種の排除を行わなくて

はならない。今後そのような姿勢を示した方が

いいのではないか。 
→自然環境委員会で話し合い、理事会へ提案し

てほしい。（笠原理事長） 
・ 総会議案書 8 ページの参考にある現役役員の

所属がわからないので、所属団体名や個人会員

などの所属を併記してほしい。 
→次回からは改善したい。 

・ 当団体は会員同士の情報交換が本来の役目。民

間団体や事業者の紹介やどのような活動を行

っているのか等の情報を集めたらどうか。 
→会誌の中で少しずつ紹介しているが、数とペ 

ージに限りがある。理事会で検討したい。ホ

ームページにも継続的に色々な情報を蓄積

することが大切。（小瀬副理事長） 
・ 三上英一氏（新理事）からのご挨拶 

→アースデイイン川越の事務局をしている。

今年も9月21日に川越水上公園で行う。自

然に興味がある。 
(8)議長解任 

(9)閉会（小瀬副理事長） 
設立から 3 年経ち今年で 4 年目。みんなでつ

くっていくという協働や色々な意見をもらうこ

とが大切だと考えている。 
＜ 懇親会のもよう ＞ 
総会が終わったあと、早速今年度のテーマで

ある環（わ）をつなげるべく、懇親会を開きま

した。お疲れの中36名もの会員が参加され、お

食事をしながらにぎやかに進行しました。自己

紹介をしたり今後の活動をどうしていこうか話

し合ったりと、普段顔を合わせている会員同士

との交流だけでなく、初対面の方との交流もで

きました。 
＜ さいごに ＞ 

136もの個人・団体会員が所属しているかわご

え環境ネット。これまでさまざまな活動をして

きましたが、委員会やイベント活動の参加され

る会員が固定化されつつあり、活動の幅に制限

されてきている感がありました。 
今後、川越の環境を良くしていくために、今

まで足りなかった会員同士の交流・コミュニケ

ーションを一層深めていき、より多くの会員同

士の顔を合わせた交流、つまり環（わ）をつな

げていくことが必要だと考えています。 
ですから、これから積極的にかわごえ環境ネ

ットの活動に参加していきましょう！意見を言

っていきましょう！私もがんばります。 
もし私と遭遇したら嫌な顔をなさらずに接し

てくださいね！（笑） 

（文責・写真：長内
おさない

、岡部） 

＊議事録の詳細は、今後閲覧できるようにする

予定です。事務局へお問い合わせください。 
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    団体会員の紹介 

生活クラブ生協 川越支部        

 生活クラブ生協 川越支部は、現在約950人が 
加入して「消費材」 (様々な人間模様が織り成す 加入して「消費材」 (様々な人間模様が織り成す 
「物」にこだわってつけた名称)を購入しています。 「物」にこだわってつけた名称)を購入しています。 
自ら品質の確保や有害食品・ウソツキ商品の追放 自ら品質の確保や有害食品・ウソツキ商品の追放 
をめざす提携生産者によって組織された「生活ク をめざす提携生産者によって組織された「生活ク 
ラブ親生会」と、消費者の顔の見える関係を築い ラブ親生会」と、消費者の顔の見える関係を築い 

じめとして 200～1000 ﾐﾘﾘｯﾄﾙの各種びんをリユース

し、二酸化炭素を2,771t削減しました。（2002年度） 
毎日の生活を豊かに、子供たちの未来を考えて、

遺伝子組換え作物の問題やＢＳＥ問題にも取り組む

やさしきおばさん集団です。 

                連絡先 〒350‐1151 川越市今福 820-5 
まちづくり委員会 世話人 横山三枝子 ℡049‐246‐9319 

ています。そんな生活クラブの様々な活動の中か ています。そんな生活クラブの様々な活動の中か 
ら生まれた「せっけん運動」と「びんのリユース」 ら生まれた「せっけん運動」と「びんのリユース」 
を紹介します。「せっけん運動」は「環境に配慮し を紹介します。「せっけん運動」は「環境に配慮し 
た消費材」「自分たちが環境汚染の加害者にならな た消費材」「自分たちが環境汚染の加害者にならな 
い」という精神から、自然にかえる「せっけん」 い」という精神から、自然にかえる「せっけん」 
を使うことを勧めています。川越市内では、せっ を使うことを勧めています。川越市内では、せっ 
けんハウスが３ヶ所ほどあり、注文忘れなどに対 けんハウスが３ヶ所ほどあり、注文忘れなどに対 
応しています。「びんのリユース」は牛乳びんをは 応しています。「びんのリユース」は牛乳びんをは 
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第一事業本部 品質保証部長 鷲頭 一夫 
連絡先 〒350‐1162 川越市南大塚 1183-1 
川越管理センター内 ℡ 049‐244‐1261 

ンタ－によって研究開発・設計が行われ、商品性の見極

めがなされ‘車’と云う商品を通じて、お客様にお届けして

おります。多様化するお客様に安心してお使い頂き、‘満

足’と云う２文字で喜びを味わって戴くこと。これが私たち

の理念であり、誇りでもあるのです。より確かな商品を提供

し続ける企業でありたいと、国際規格であるＩＳＯ９００１の

品質マネジメントシステムも認証取得しております。 
 一方では環境問題も大きく様変わりし、人々の関心もか

つてない程の高まりを見せております。環境を守る技術に

力を注ぐ事は地球市民の一員として、又化学素材を扱うメ

－カ－として極めて重要な使命と考え、経営方針に環境

保全への取組みも重要な要素と位置づけ平成１２年２月末

に全社規模（４サイト９場所）で認証登録し、本年２月には

初回更新審査を終えたところです。 
素材としての脱・塩ﾋﾞは勿論、生産工程で必ず生じる樹

脂端材のリサイクルについても高い再生率を実現し、埋立

て‘ゼロ’を目指したマテリアルやケミカルリサイクルにも取

り組み始めたところです。 
 今後もグロ－バルな企業活動を二つの国際規格のもと

に押し進め、地域社会やお客様に存在を喜ばれる企業と

して役割を果たして参りたいと考えます。  

世界に躍進する優良企業のパ－トナ－であり続

けること。この事は私たちクミ化成の企業方針であ

り、大きな強みでもあります。 
飯田橋は東京大神宮の隣に本社を持ち、群馬・

渋川近郊と愛知・瀬戸市に国内の、北米．アジアに

６法人・生産拠点を擁した自動車用樹脂部品を主

に生産供給している製造企業であります。 
これらの拠点で生産される製品は栃木の企画セ 
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   会員の広場（一言コーナー） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 自然とのふれあいを大切に 
（武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 谷津弘子） 
 20 年前から、自然とのふれ合いを楽しむために

東武東上線沿線を歩きはじめました。 
 野鳥、昆虫、野草等、埼玉の自然の素晴らしさに

感動する一方、都市化の波が埼玉にも押し寄せ、雑

木林の伐採や沼地の埋め立てなどで次々と生き物

のすみかが奪われてゆく現実を見てきました。時々

は、武蔵丘陵森林公園を訪れました。そして、美し

い蝶や野鳥、トウキョウサンショウウオとの出会

い、残された自然の豊かさに、大きな感動を受けま

した。この感動と自然を残す事の大切さを、森林公

園を訪れる人たちに、伝えるために 10 年前、自然

観察会をはじめました。 
 毎月開催の「かんさつ会」に加えて、今年の春か

らは、子供たちと一緒に公園の自然を楽しむ観察会

も始めました。昆虫の観察、どんぐり遊など色々と

企画しております。 
また、夏から秋にかけては、夜の観察会もありま

す。最近では減少したクツワムシやカラスウリの花

の観察など盛りだくさんです。みなさん、是非森林

公園の「かんさつ会」にご参加下さい。 
        （やつひろこ 川越市中原町在住） 

「かわぐち環境通貨キューポラ」を取材 
川口市と市民団体がこの7月から、環境通貨「キュ

行を始めた。環境活動への参加者に通貨が発行され、川

ら祭りなどのイベントでサービスや割引に使ったり、”キ

金箱”に募金し、ラオスの子供達のための学校建設に活

 この通貨には2つのキーワードがある。まずは環境

子供達である。川口ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ所長の鷲巣(わ
と塀和(はが)さんは

親も考えてくれる。

仰っていた。2002
1日版環境家計簿の

ある。今年6月29

川口ボランティアサポートステーション 

どのぐらいの子供

して楽しんで環境問

 

 環境への思い 
           （個人会員 竹渕 徹） 
 私は頼まれて、この７／３に山田中学校で環境

の話をする事になりました。先日、打合せのため

学校へ赴き、校長先生と会って話をしましたが環

境についての立派な見識を持っておられたので先

ず感心しました。例えば日常使っている水につい

て、その源流に思いをいたさねば水の本体を掴め

るものではないという事。そういう理解が出来て

こそ本当に水の有難みも解るものだと仰っていま

した。この学校の生徒達はいい教師陣に恵まれて

いるなと直観した次第。 
私もお引き受けしたからには無い知恵を絞って

でも、環境により関心を持ってもらい、実践して

もらえる様な生徒にと思い、話をするつもりです。

この中学生達がより良い環境への発火点となって

くれれば、このうえない喜びであります。先日の

総会で市長は環境は知っている事から実施の段階

と申されていました。まさにその通りですが、先

ず知る事、それから実践すること。 
 そんな思いで将来を背負って立つ中学生に話を

する機会を与えられた事に感謝している。 
      （たけぶちとおる 川越市霞ヶ関東在住） 
ーポラ」の発

口市のたた

ューポラ募

用される。 
活動。そして

しのす)さん

「子供達が環境問題に関心を持ってくれると

そんな子供達が大きくなった時が楽しみ。」と

年のエコライフDAYでは小・中・高等学校で

参加を呼びかけ、65校で参加率26%の実績が

日にはエコライフDAY2003が実施された。 
達がキューポラを手にしたのであろうか、そ

題を勉強してくれただろうか。 記事 福井 
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   団体の７～９月の行事予定                
 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 【問合せ先・谷津弘子   049-224-9118】 

   《森林公園かんさつ会・動植物調査と観察・自然観察会（公園主催・当会協力）・その他の予定》 

７月 ２１日（月・海の日）・１４日（月） ・２１日（月・海の日） ・昆虫観察会１２日（土） 

８月 ３０日（土）夜の観察会 ・ 未定  ・３０日（土）夜の観察会・昆虫観察会 未定 

９月 １０日（水）    ・ ８日（月） ・２１日（日）   ・夕方の観察会 未定 

◎ 埼玉県生態系保護協会    【問合せ先・笠原啓一   049-222-0957】 

   《 探 鳥 会 ・  早朝・自然観察会   ・  トンボ観察会 

 ７月  １３日（日） ・ ２７日（日）   ・ 

 ８月  １０日（日） ・ ２４日（日）   ・   ３０日（土） 

 ９月  １４日（日） ・ ２８日（日）早朝なし・ 

◎ 雑木林に親しむ会     【問合せ先・過 昌司   049-246-1155】 

 ７月  １２日（土） 公民館でスライド上映 ・ ２６日（土） 食虫植物とイワシ 

 ８月   ８日（金） 乙姫高原（秋の花）  ・ ２３日（土） 夏の料理 

 ９月  １３日（土） 滝を見に    ・ ２７日（土） 林の調査 

◎ 川越市森林公園予定地 自然観察会 【問合せ先・川越市環境政策課・山崎   049-224-8811】 

 ７月  ２７日（日）早朝観察 集合７時・通常観察 集合９時・川越南文化会館・１２時終了 

     観察会テ－マ「キノコ：森の生態系の役割」 

 ８月  ２４日（日） 時間・場所は同じ 観察会テ－マ「昆虫、小動物」 

◎ クリ－ン川越めざす会 啓発行動デ－【問合せ先・武田侃蔵   049-222-0786】  

 《「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置自転車」のゼッケンをつけてゴミ拾いと啓発》 

 ７月  １５日（火）・２０日（日）・２６日（土）・２９日（火）アトレ横１時集合・約２時間 

 ８月   ５日（火）・１４日（木）・１７日（日）・２３日（土） 〃 

 ９月   ２日（火）・１１日（木）・２１日（日）・２７日（土） 〃 

◎ ア－ス・ディ・イン川越２００３  【問合せ先・川越市環境政策課・山崎   049-224-8811】 

 ９月  ２１日（日） 川越水上公園 特設会場 
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◎ 第９回 自然環境委員会 （会員であれば参加自由・事前の申し込み不要） 

 ７月  ２５日（金） 15:00～17:00 ・会場 クラッセ川越５階研修室【  228-7723】 

    主な議題 ①（仮称）川越市森林公園への市民参加について ②郭町浄水場前の公園計画について 
 

事務局だより  

         ③くぬぎ山再生について など 
 
 
 

 かわごえ環境ネットはネットワ－ク組織であり、環境情報の交換・共有化は最も大切な事業のひとつです。

そこで、会員の方で、会員に通知したい情報（イベントや催し）などがありましたら、事務局へご連絡下さい。
  
広報委員会だより  

員へお知らせとして配布します。情報（何でもＯＫ）お待ちしています。《 担当 山崎》 

  

このたび、広報委員の責任者となっての会員通信であります。とりあえず、いままでのスタイルをついで

りあえず発行しました。川口市の環境マネ－の視察等も入れたりで、お手元に届くのが少し遅れて申し訳

りませんでした。次号からは、発行日を守りますのでご容赦下さい。 

川口市の「環境マネ－」の話を聞いたのが、川口駅真ん前の文化ホ－ル・リリアの２階フロア－横の部屋

、各種ボランティア団体の連絡場所になっている市の施設でした。名付けてボランティアセンタ－。思い

いのチラシがいっぱいあり、連絡のレタ－ケ－スも用意されており、簡単な会議もできます。川越にもぜ

欲しい施設ではないかと痛感した次第です。幅広い交流が、いきいき市民の源です。《武田》 

 
 
 




